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民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る“
報
道
”の
品
質
向
上
を
め
ざ
し

誤
報
検
証
サ
イ
ト〈
Ｇｏ
Ｈｏご

　
ふ
　
ーｏ
〉を
運
営
す
る
弁
護
士

社
会
起
業
家

シリーズ

楊
井
人
文
氏 

に
聴
く

　

正
確
性
に
疑
問
の
あ
る
報
道
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、「
注
意
報
」
や
証
拠
に
基
づ
く
「
誤
報
認
定
」

を
出
す
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
の
は
、
新
聞
記
者

か
ら
転
身
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
す
る
楊や

な

井い

人ひ
と

文ふ
み

氏
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
１
２
夏
」（
社
会
起
業
大
学
主
催
）

に
お
い
て
審
査
員
特
別
賞
を
獲
得
し
た
「
日
本

報
道
検
証
機
構
」
の
そ
の
後
を
取
材
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
で
の
受
賞
を
週
刊
誌
等
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
、
サ
イ
ト
の
認
知
度
は
10
倍
以
上

に
上
が
っ
た
。
ま
た
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
人
体
移
植

誤
報
の
際
は
月
間
10
万
ア
ク
セ
ス
を
越
え
た
と

い
う
。
昨
年
11
月
に
一
般
社
団
法
人
化
。
人
的

に
は
、
所
属
弁
護
士
法
人
の
理
解
者
ら
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
本
年

１
月
か
ら
は
専
任
職
員
が
１
名
加
わ
っ
た
。

日
中
関
係
報
道
に
注
意
報
連
発

　

Ｇ
ｏ
Ｈ
ｏ
ｏ
で
最
近
注
意
報
が
多
く
み
ら
れ

る
の
は
、
日
中
関
係
に
関
す
る
報
道
。「
中
国
漁

船
１
０
０
０
隻
が
尖
閣
海
域
へ
」
と
い
う
各
社

の
報
道
は
根
拠
が
な
か
っ
た
。
反
日
デ
モ
が
暴

徒
化
し
た
際
は
、「
襲
撃
被
害
の
責
任
は
日
本
が

負
う
べ
き
」
と
中
国
側
が
言
っ
た
と
報
道
さ
れ

た
が
、
実
際
は
、
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
よ
る
日

中
関
係
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
「
責
任
は
日
本

が
負
う
べ
き
」
と
し
、
暴
動
に
つ
い
て
は
「
損

害
を
受
け
た
企
業
は
即
刻
、
事
件
と
し
て
届
け

出
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
尖
閣
周
辺
の

領
空
侵
犯
機
に
対
し「
信
号
弾
で
警
告
も
」と
防

衛
相
が
言
っ
た
と
す
る
記
事
は
、
会
見
録
を
見

る
と
発
言
で
は
な
く
曲
解
だ
と
わ
か
る
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
主
義
主
張
や
評
価
が

違
う
の
は
か
ま
わ
な
い
。
た
だ
、
主
義
主
張
の

た
め
に
事
実
を
変
え
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

誤
報
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
応
に
も
問
題

が
あ
る
。
訂
正
記
事
は
目
立
た
ぬ
よ
う
掲
載
さ

れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
で
あ
れ
ば
何
も
触
れ
ず
に
こ
っ

そ
り
訂
正
し
て
い
た
り
す
る
」

　

各
方
面
か
ら
の
期
待
や
評
価
は
高
く
、
Ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ニ
ュ
ー
ス
に
配
信
が
始
ま
っ
た

ほ
か
、
Ｙ
ｏ
ｈ
ｏ
ｏ
ニ
ュ
ー
ス
に
も
配
信
予
定

だ
。「
信
号
弾
」
報
道
の
際
は
、
中
国
の
大
手

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
人
民
網
」
が
、
Ｇ
ｏ
Ｈ
ｏ

ｏ
の
検
証
内
容
に
触
れ
て
い
る
。

市
民
の
手
で
マ
ス
コ
ミ
を
育
て
る

　

報
道
は
民
主
主
義
の
根
幹
を
成
す
重
要
な
も

の
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
地
方
都
市
ベ
ル
で
は
、
地

元
紙
が
な
く
な
っ
て
役
所
や
議
会
を
監
視
す
る

者
が
消
え
た
結
果
、
大
胆
な
不
正
が
行
わ
れ
、

情
報
不
足
に
よ
る
無
関
心
か
ら
選
挙
の
投
票
率

も
低
下
し
た
。
日
本
人
が
戦
前
、
一
気
に
戦
争

に
突
っ
走
っ
た
の
も
、
報
道
が
適
正
に
機
能
し

な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
と
さ
れ
る
。

　

楊
井
氏
は
単
に
誤
報
を
責
め
る
の
で
は
な

く
、
市
民
の
手
で
マ
ス
コ
ミ
を
育
て
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
今
後
は
ネ
ッ
ト
だ
け

で
な
く
、
会
員
制
度
の
も
と
、
活
動
報
告
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
リ
ア
ル
な
場
で
の
活
動
も

広
げ
る
予
定
だ
。

　
「
覚
悟
を
持
っ
て
先
頭
に
立
つ
の
で
、
広
く

支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

一
般
社
団
法
人  

日
本
報
道
検
証
機
構  

代
表

現場の記者は日々の業務に追われ、裏取
りをきちんとせず思い込みで書くなど、正
確さより早さに走りがちという背景も。む
しろ誤報を防ぐ体制がないことが問題で、
まずはGoHooがメディアに対する牽制に
なればと考える。原発事故関連の曖昧
な報道や、印象操作的な報道等に触れ、
元新聞記者で弁護士という自分がやるし
かないと社会起業。設立賛助金募集中。
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